
資本剰余金 0

計 0

運営費交付金収益 6¶074¶450¶889 { 費用進行基準を採用した業務

資産見返運営費交付金 260¶734¶240
損益計算書に記載された費用のうち、運営費交付金で実施する研究業務及び一般管理業務

知的財産権仮勘定見返運営費交付金 47¶009¶412

| 当該業務に係る損益等

費用進行基準によ
る振替額

建設仮勘定見返運営費交付金 1¶860¶978

ア）損益計算書に計上した費用の額：6¶074¶450¶889円

資本剰余金 0

研究業務費：5¶280¶629¶055円、一般管理費：793¶821¶834円

計 6¶384¶055¶519

イ）固定資産の取得額：309¶604¶630円
有形固定資産250¶789¶877円（建設仮勘定1¶860¶978円を含む。）
無形固定資産58¶814¶753円（知的財産権仮勘定47¶009¶412円を含む。）

} 運営費交付金の振替額の積算根拠
運営費交付金で実施する研究業務と受託研究収入で実施する研究業務は区分しております。また、受託
収入以外の自己収入は、一般管理費等に充当しております。

会計基準第81第３項による振替額 0

合 計 6¶384¶055¶519

^ 運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

交 付 年 度 運 営 費 交 付 金 債 務 残 高 残 高 の 発 生 理 由 及 び 収 益 化 等 の 計 画

業務達成基準を採用
した業務に係る分 0 （業務達成基準を採用した業務は無い）

期間進行基準を採用
した業務に係る分 0 （期間進行基準を採用した業務は無い）

費用進行基準を採用
した業務に係る分

498¶240¶481 運営費交付金債務残高は次の理由により、運営費交付金の収益化額が計画を下回り、翌事業年度に繰り越したものであります。
{ 平成23、24年度の２カ年計画で実行予定の施設等整備に係る業務に充当するため

平成23年度 事業費 301¶165¶240円
| 人事管理計画に基づき、当事業年度における採用を抑制したため
人件費 168¶612¶338円

} たな卸資産及び前払費用等翌事業年度に費用の繰延を行った額
事業費計 28¶462¶903円

なお、中期計画で予定した当事業年度に実施すべき業務については、計画どおりに実施済みであり、業務未達成による運営費交
付金債務の翌事業年度への繰越額はありません。
翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高は、事業費については翌事業年度において当該計画を実施して収益化し、また、

人件費については、翌事業年度以降の人件費として収益化する予定であります。

９ 施設費の明細
（単位：円）

区 分 当 期 交 付 額
左 の 会 計 処 理 内 訳

摘 要
建設仮勘定見返施設費 資 本 剰 余 金 施 設 費 収 益

施 設 整 備 費 補 助 金 408¶505¶649 9¶159¶035 310¶642¶281 88¶704¶333

合 計 408¶505¶649 9¶159¶035 310¶642¶281 88¶704¶333
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